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刊４冊を持ってきていたので、

この本がご縁で理事に呼ばれた

ことを自己紹介のネタにするこ

とにしました。

　この本は警視庁の話であり、

海上保安庁が出てくるのは、４

冊目の『海底の道化師』のみで

す。以前もこの欄で触れました

「海上保安友の会理事の、吉川

です!!」

　用件を聞かれ、私は緊張しな

がら初めての肩書で名乗りまし

た。いつもは「作家の吉川英梨

です」とか、「○○の母です」

とか「〇〇の妻です」とか。

『理事』という言葉の響きに、

我ながら聞きほれてしまいま

す。

　昨年３月６日、いよいよ、海

上保安友の会の理事会に初参加

の日です。この日、理事会の承

認を得て、いよいよ理事デビュ

ーという記念すべき一日のはず

でした。

　ところが……。

　向かった先の横浜海上防災基

地のはずのその場所には、第三

種制服姿の海上保安官の方が１

人いるのみ。「理事……？」と

訝
いぶか

し気に私を見るばかりです。

「ええっと、今日、海上保安友

の会の理事会があると聞いて、

伺ったのですが……」

「ここは、工作船資料館ですが」

　

　というわけで、私は５分ほど

遅れて現場入りです。すでに新

理事になられる４名の方が別室

におられました。吉川、痛恨の

初日遅刻です。冷や汗が収まる

ころ、とうとう理事会の会場に

呼ばれました。現職理事の方々

の隣に案内され、ふと前を見る

と、ずらっとスーツ姿、制服姿

の海上保安庁幹部の方々が揃っ

ています。

　最前列の中央に座っておられ

るのは、当時の岩並秀一海上保

安庁長官。他、肩や袖口に金色

のモールがたくさん入っている

人々ばかりです。正直、大作家

の石田衣良先生や今野敏先生と

お会いした時よりも緊張してし

まい、心臓がひっくり返りそう

です。

　そんな中、自己紹介を促され

ました。小説家などという普段

人と会わない、しゃべらない生

活をしている私、人前で話すの

が大の苦手です。他の理事の

方々はスマートに、時に笑いを

交えて自己紹介していきます。

（どうしよう、なに言おう、ち

ょっとは笑いを取らなきゃだめ

かしら）

悶々としている間に、順番が回

ってきてしまいました。

　拙著『新東京水上警察』の既

が、私はこの本で特殊救難隊の

ヘリを墜落させてしまってい

ます。「いやぁなんかすみませ

ん、特救隊のヘリを落としちゃ

って……」とヘラヘラと軽いノ

リで触れたところ、どこか遠慮

がちな笑いが場に起こり……。

（まあ、ややウケくらいかな）

なんとか自己紹介を終えまし

た。

　さて、次は海上保安庁幹部の

方々の自己紹介です。中央の岩

並長官から、四役と言われる次

長、海上保安監、総務部長……

と自己紹介が始まります。やが

て私の真正面に座っている制服

姿の海上保安官がすっと立ち上

がりました。

「羽田特殊救難基地長の岩男勝

実です」

　真ん前ということもあって、

目がばっちり合いました。

　ン……？　羽田……？　特殊

……。

　もう、心臓がひっくり返るど

ころではありません。口から飛

び出すと思いました。

　この時の私の気持ち、お察し

ください。 （つづく）

羽田特殊救難基地長とドキドキの対面

「特救隊ヘリ落としちゃって…」自己紹介の直後に

巡視船「あきつしま」の前で友の会の皆さん
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　《航海科・柴本怜》　航海科

は、海上保安大学校から高知港

までの航海計画を作成し、出港

後は、その計画を基にこじまを

高知港まで運航させました。入

出港の際、後部甲板で入港準備

と見張りを行っている最中、目

線を少し上げると、幕末の志士

「坂本龍馬」像を望むことがで

きました。遠洋航海も残すとこ

ろあと1カ月。66期全員が坂本

龍馬のように大きく道を切り開

き、成長できるように、助け合

い、共に高め合っていきたい。

《機関科・徳田有志》　「東京湾

海上交通センターの管制一元

化」というテーマで、一元化に

伴う一連の制度改正作業に焦点

を当てた研究を行いました。東

京湾という日本有数の輻
ふく

輳
そう

海域

に関する制度改正は、大掛かり

な作業であり、研究過程で得た

◆7/19 ～ 21　　7月17日に呉を

出港した66期実習生は、19日に

高知港に入港しました。約40日

間の無寄港航海を経験してきた

実習生にとって、高知港は初の

寄港地。入港翌日には休養日が

設けられ、実習生はコロナウイ

ルス感染防止の対策をとったう

えで、高知市内で充実した一日

を過ごすことができた。

　また、休養日翌日には高知保

安部の巡視船「とさ」潜水士に

よる展示訓練や船内見学などが

実施され、12月に現場赴任を控

える実習生にとって貴重な経験

となった。

知識は今後、

何らかの制度

改正や新制度

を作る作業を

担当する際に

役立つもので

あると思い、

研究内容全て

を発表したい

と思っており

ました。しか

し、発表時間

は限られており、全てを紹介す

ることは難しいため、特に紹介

したい部分を厳選しましたが、

それらを時間内で他人に分かり

やすく、また、興味を持っても

らえるように工夫して説明する

ことは、想像以上に難しいと分

かり、良い経験となりました。

　《機関科・設楽英史》 高知市

内は新型コロナウイルスの影響

により、人混みを避けなければ

ならなかったため、通勤時間や

帰宅時間などの人が混雑する時

間帯では公共交通機関を避け、

徒歩による散策を心掛けまし

た。そのこともあり、感染予防

をしつつ、電車の中では見られ

ないような町の風景を堪能する

ことができ、心身ともにリフレ

ッシュできました。次の機会に

はさらに高知を堪能したいと思

います。

　《機関科・小林拳大》「とさ」

潜水士の展示訓練では、ブリッ

ジ搬送と呼ばれるロープを用い

し、何事にも冷

静に対応できる

ようになりたい

と思います。

　《航海科・榎

本晃久》防水部

署訓練では、訓

練の企画班とし

て参加しまし

た。コロナ対策

でマスク着用で

の訓練となるた

め、エイドステ

ーションを設置

し熱中症対策を

認・記録しました。訓練を実習

生主体で行うことで、今まで気

付かなかった点などを学ぶこと

ができました。

　《航海科・山口航世》防火部

署訓練で第一防火隊と現場指揮

付を担当しました。机上訓練と

は異なり、実際に防火服やライ

フゼムを着用し、消火活動や行

方不明者の捜索、要救助者の搬

送を行いました。作業を効率よ

施すなど、安全管理の

面も考慮しました。想

定訓練では、学生居住

区等からの海水の浸入

量や水位等を実習生に

伝えて訓練し、さらに

実習生が使用している

資器材や傷病者の搬送

について、適切に行わ

れているか、などを確

く短時間で正確に行うことが求

められます。現場指揮付では、

火災の状況や各班の活動状況等

を把握し、現場指揮に情報共有

を行い、今後の方針を決定する

うえでの補佐的な対応を行いま

した。残りの訓練も、現場に向

けて多くのことを学べるよう努

力していきたいです。

　《機関科・坂本悠輔》応急班

として火災現場から搬送されて

きた要救助者の手当などを行い

ました。要救助者の意識や呼吸

の有無、出血や怪我の状態等か

らどのような処置を講ずる必要

があるのかを判断し、適切かつ

素早く手当てを行わなければ、

症状の悪化や後遺症、最悪の場

合、死に至る恐れもあります。

今回の経験は、これまでに勉強

してきた知識や、要救助者を励

ますための声のかけ方などを実

践することができ、将来、潜水

士として救難業務に携わりたい

と考えている私にとって、非常

に有益なものとなりました。

場赴任後の船艇勤務の参考にな

りました。

　《機関科・上大湯克樹》とさ

た要救助者の搬送訓練を見

学し、実習生もロープを引

く作業や要救助者として訓

練に参加でき、現場での訓

練のイメージをつかむとと

もに、潜水士の技術の高さ

を感じることができまし

た。船内見学では船橋や機

関室をはじめ、潜水資機材

を格納した救難資機材庫等

を見学し、12月に控えた現

の機関室を案内していただいた

際、大きさや配置は異なるもの

の搭載されている機器や、構造

はこじまに似ている点が多いと

感じ、この約３カ月間で学んで

きたものが現場の船艇でも通用

することを改めて実感しまし

た。また、学生時代にお世話に

なった特修科の方にお会いする

こともでき、さまざまなお話を

聞くことができました。知識や

能力だけでなく、人との繋がり

も大切にしていきたいと感じま

した。

◆7/9、22　　　初めて実習生

が自ら訓練を企画・立案し、実

習生主体で防水・防火の想定訓

練が行われた。それぞれの役割

の中で失敗を恐れず、失敗から

多くのことを学ぶという決意の

下、訓練に臨んだ。

《航海科・小山晃登》防水部署

訓練に船橋当直配置で参加しま

した。船橋当直は、入港可能な

港の確認や、浸水による傾斜を

考慮した操船をはじめ、付近船

舶への周知、海上保安本部など

外部との連絡、電報の起案等を

行います。順序立てた冷静な考

えの下で対処できれば、難しい

想定ではありませんでしたが、

情報の錯
さく

綜
そう

や、判断の遅れ等か

ら焦りが生じ、必要のない指示

や余計な助言までしてしまいま

した。訓練で学んだことを生か

「とさ」潜水士による展示訓練

防火服とライフゼムを装着する

要救助者に対してCPRを行う

無寄港航海後 高知港に初の寄港


